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は
じ
め
に

　

一
九
七
一
年
二
月
、
ニ
ク
ソ
ン
（Richard�N

ixon

）
大
統
領
は
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
（
南
ベ
ト
ナ
ム
）
軍
に
よ
る
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦

の
実
施
を
決
断
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ラ
ム
ソ
ン
7�

1�

9
」
作
戦
で
あ
る
。
米
軍
の
支
援
を
受
け
た
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
、
ベ
ト
ナ
ム
民

主
共
和
国
（
北
ベ
ト
ナ
ム
）
の
補
給
路
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
の
中
枢
で
あ
る
ラ
オ
ス
領
チ
ェ
ポ
ン
を
攻
撃
し
た
。
し
か
し
、
北
ベ

ト
ナ
ム
軍
の
激
し
い
反
撃
に
直
面
し
た
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
早
期
撤
退
を
行
っ
た
こ
と
で
、
作
戦
は
あ
え
な
く
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　

一
九
六
九
年
の
政
権
発
足
以
来
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
「
名
誉
あ
る
和
平
」
を
も
た
ら
す
こ
と
を
最
優
先
課
題
と
し
て
き
た
ニ
ク
ソ

ン
政
権
で
あ
る
が
、
戦
争
終
結
の
試
み
は
難
航
し
て
い
た
。
軍
事
的
膠
着
状
況
の
長
期
化
、
国
内
の
反
戦
・
厭
戦
世
論
の
高
ま
り
、

戦
費
増
大
に
よ
る
国
際
経
済
上
の
地
位
低
下
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
早
期
の
戦
争
終
結
が
必
要
な
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
・
軍
を
強
化
し
て
責
任
を
移
譲
し
、
米
軍
は
段
階
的
に
撤
退
し
て
い
く
「
ベ
ト
ナ
ム
化
」
政
策
が
開
始
さ
れ

た
。
し
か
し
他
方
で
は
、
一
九
七
〇
年
四
月
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
に
続
い
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
ラ
オ
ス
侵
攻
に
踏
み
切
っ
た
こ

と
で
戦
争
は
イ
ン
ド
シ
ナ
全
域
へ
と
拡
大
し
た
。

　

ラ
オ
ス
侵
攻
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
転
換
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
作
戦
の
頓
挫
に
よ
っ
て
ベ
ト

ナ
ム
化
政
策
の
失
敗
が
露
呈
し
、
和
平
交
渉
で
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
重
要
な
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
譲
歩
と
は
、
米
軍
と
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
相
互
撤
退
要
求
を
取
り
下
げ
、
停
戦
後
も
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
南
ベ
ト
ナ
ム
に

残
留
す
る
こ
と
を
黙
認
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た）

1
（

。

　

し
か
し
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
オ
ス
侵
攻
が
な
ぜ
実
行
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
検

討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
先
行
研
究
が
ラ
オ
ス
侵
攻
に
言
及
は
す
る
が
、
そ
の
関
心
は
作
戦
の
失
敗
が
そ
の
後
の
米
国

の
政
策
や
交
渉
姿
勢
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
解
明
す
る
こ
と
か）

2
（

、
も
し
く
は
作
戦
の
軍
事
的
側
面
を
詳
か
に
す
る
こ
と
に
集
中
し
て
い
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る
）
（
（

。
そ
れ
で
も
大
半
の
先
行
研
究
が
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
ラ
オ
ス
侵
攻
を
決
定
し
た
の
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
兵
站
線
を
断
つ
こ
と
で

戦
況
を
改
善
し
、
ベ
ト
ナ
ム
化
の
た
め
の
時
間
稼
ぎ
を
し
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
と
い
う
点
で
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る）

4
（

。
本
稿
も
基
本

的
に
こ
の
点
に
異
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
は
、
前
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
に
よ
っ
て
生
じ
た
過
剰

介
入
や
国
内
の
反
発
な
ど
の
問
題
を
い
っ
そ
う
悪
化
さ
せ
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
軍
事
的
に
多
く
の
問
題
が

あ
る
こ
と
が
再
三
に
わ
た
り
指
摘
さ
れ
、
成
功
す
る
見
込
み
が
高
い
と
は
決
し
て
言
え
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ク
ソ
ン
は
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
よ
る
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
を
決
断
し
、
そ
し
て
失
敗
し
た
。
な
ぜ
、
ニ
ク

ソ
ン
は
戦
争
終
結
を
目
指
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
戦
争
拡
大
の
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
な
ぜ
、
ニ
ク
ソ
ン
は
失
敗
の
可

能
性
の
高
い
作
戦
を
決
行
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
よ
る
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
の
決
定
過
程
を
主

と
し
て
米
国
政
府
の
一
次
資
料
に
依
拠
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の
理
由
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

以
下
第
一
節
で
は
、
ラ
オ
ス
侵
攻
前
に
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
そ
し

て
第
二
節
で
は
、
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
の
決
定
過
程
を
追
跡
し
、
政
権
内
に
強
い
反
対
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ク
ソ
ン
が
侵

攻
を
決
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
最
後
に
第
三
節
で
は
、
ラ
オ
ス
侵
攻
が
失
敗
し
た
経
緯
と
そ
の
原
因
に
つ
い
て
分
析
し
、

ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
政
策
決
定
過
程
が
希
望
的
観
測
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。

一　

ラ
オ
ス
侵
攻
前
の
状
況

（
一
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
戦
線
拡
大

　

一
九
七
〇
年
四
月
、
米
・
南
ベ
ト
ナ
ム
合
同
軍
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
東
部
の
南
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
境
地
帯
に
構
築
さ
れ
た
北
ベ
ト
ナ

ム
と
南
ベ
ト
ナ
ム
民
族
解
放
戦
線
（
Ｎ
Ｌ
Ｆ
）
の
軍
事
拠
点
「
聖
域
」
を
攻
撃
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
変
後
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
攻
勢
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に
よ
っ
て
ロ
ン
・
ノ
ル
（Lon�N

ol

）
政
府
が
崩
壊
の
危
機
に
陥
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
は
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
喪
失
」
が
南

ベ
ト
ナ
ム
の
崩
壊
を
、
ひ
い
て
は
米
国
の
超
大
国
と
し
て
の
信
頼
性
の
失
墜
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
、
米
地
上
軍
に
よ
る
侵
攻
作
戦
を

決
断
し
た）

5
（

。
そ
の
結
果
、
ロ
ン
・
ノ
ル
政
府
は
生
き
延
び
た
。
ま
た
、
米
軍
は
北
ベ
ト
ナ
ム
と
Ｎ
Ｌ
Ｆ
の
兵
站
拠
点
の
多
く
を
破
壊

し
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ヴ
ィ
ル
港
を
掌
握
し
た
こ
と
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
補
給
活
動
を
大
き
く
混
乱
さ
せ
た）

（
（

。
ニ
ク
ソ
ン
は
、
共
産
主
義

勢
力
の
活
動
は
低
下
し
、
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
統
治
・
軍
事
能
力
の
改
善
に
と
っ
て
望
ま
し
い
環
境
を
も
た
ら
し
た
、
と
作
戦
の
結

果
を
自
賛
し
た）

7
（

。

　

し
か
し
同
時
に
、
ロ
ン
・
ノ
ル
政
府
が
生
き
延
び
た
こ
と
で
、
米
国
は
新
た
な
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム

は
従
来
か
ら
聖
域
を
中
心
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
東
部
を
事
実
上
支
配
し
て
い
た
が
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
（N

orodom
�Sihanouk

）
放
逐
か
ら
侵

攻
作
戦
を
経
て
、
さ
ら
に
支
配
地
域
を
拡
大
し
た
。
対
し
て
ロ
ン
・
ノ
ル
政
府
の
統
治
範
囲
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
含
む
南
部
と
東
南

部
の
み
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た）

（
（

。
そ
の
た
め
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
作
戦
終
了
後
も
北
ベ
ト
ナ
ム
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
攻
撃
を
抑
止
し
、
聖

域
再
建
を
阻
止
す
る
手
段
と
し
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
内
で
軍
事
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
を
決
定
し
た）

9
（

。
大
き
な
犠

牲
を
払
っ
て
ま
で
守
り
抜
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
失
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る）

（1
（

。

（
二
）
反
戦
運
動
、
議
会
の
反
戦
立
法
、
撤
退
の
加
速

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
は
、
長
引
く
戦
争
に
倦
み
疲
れ
た
米
国
社
会
か
ら
強
い
反
発
を
招
い
た
。
戦
争
の
拡
大
は
、
一
時
沈
静
化
し
て

い
た
反
戦
運
動
を
再
燃
さ
せ
た
。
一
九
七
〇
年
四
月
三
〇
日
に
侵
攻
が
発
表
さ
れ
る
と
、
全
米
各
地
の
大
学
を
中
心
に
反
戦
運
動
が

組
織
さ
れ
、
先
鋭
化
し
た
学
生
が
警
察
や
州
兵
と
衝
突
す
る
事
件
が
頻
発
し
た
。
と
く
に
五
月
四
日
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
ケ
ン
ト
州
立

大
学
で
学
生
が
州
兵
に
よ
り
射
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
き
る
と
、
抗
議
運
動
は
瞬
く
間
に
全
国
に
広
が
っ
た）

（（
（

。
数
日
後
に
は
、
一
〇
万

名
を
超
え
る
規
模
の
抗
議
集
会
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
る
に
至
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
も
緊
張
が
走
っ
た）

（1
（

。「
誰
も
予
想
し
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て
い
な
か
っ
た
ほ
ど
大
き
な）

（1
（

」
反
戦
運
動
の
う
ね
り
は
、
ホ
ー
ル
ド
マ
ン
（H

arry�R.�H
aldem

an

）
首
席
補
佐
官
に
よ
れ
ば
、
政
権

首
脳
に
と
っ
て
強
い
心
理
的
圧
力
と
な
り
、
目
に
は
見
え
な
い
も
の
の
、
政
策
決
定
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た）

（1
（

。

　

民
主
党
が
多
数
派
を
占
め
る
連
邦
議
会
の
反
発
は
、
よ
り
直
接
的
な
影
響
を
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
外
交
運
営
へ
及
ぼ
し
た
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
侵
攻
に
よ
っ
て
、
政
府
と
議
会
の
関
係
は
決
定
的
に
悪
化
し
、
大
統
領
の
戦
争
権
限
を
法
的
に
制
限
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
ず
六
月
に
は
、
上
院
で
一
九
六
四
年
の
ト
ン
キ
ン
湾
決
議
が
撤
回
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ク
ー
パ
ー
・
チ
ャ
ー
チ

（Cooper-Church

）
修
正
が
上
院
を
通
過
し
、
下
院
で
否
決
さ
れ
た
も
の
の
、
後
に
修
正
さ
れ
た
か
た
ち
で
一
二
月
に
成
立
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
で
の
米
軍
地
上
部
隊
の
活
動
と
軍
事
支
援
が
禁
止
さ
れ
た）

（1
（

。
さ
ら
に
、
最
終
的
に
は
否
決
さ

れ
た
も
の
の
、
米
軍
の
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
の
撤
退
期
限
を
設
定
し
、
そ
れ
以
降
の
資
金
拠
出
を
禁
止
し
た
マ
ク
ガ
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ッ
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
（M

cGovern-H
atfield

）
修
正
も
提
出
さ
れ
た）

（1
（

。
同
様
の
修
正
法
案
の
提
出
は
こ
れ
以
降
も
続
き
、
も
は
や
ニ
ク
ソ
ン

政
権
が
議
会
の
動
向
を
無
視
し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た）

（1
（

。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
に
よ
っ
て
米
軍
撤
退
は
加
速
し
た
。
侵
攻
前
の
四
月
二
〇
日
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
南
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
一
五
万
名

を
一
年
間
か
け
て
撤
退
さ
せ
る
第
四
次
米
軍
撤
退
計
画
を
発
表
し
た
。
し
か
し
侵
攻
作
戦
の
開
始
に
伴
い
、
北
ベ
ト
ナ
ム
に
最
大
限

の
軍
事
的
圧
力
を
加
え
る
べ
く
撤
退
を
中
断
し
た
た
め
、
そ
の
駐
留
費
用
が
軍
事
予
算
を
圧
迫
し
た
。
こ
れ
に
対
処
す
べ
く
、
レ

ア
ー
ド
（M

elvin�Laird

）
国
防
長
官
は
当
初
の
計
画
を
前
倒
し
し
、
撤
退
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
ニ
ク
ソ
ン
に
進
言
し
た）

（1
（

。
軍
部

と
Ｎ
Ｓ
Ｃ
（
国
家
安
全
保
障
会
議
）
は
レ
ア
ー
ド
の
撤
退
推
進
案
に
反
発
し
た
が）

（1
（

、
予
算
不
足
は
如
何
と
も
し
難
く
、
ニ
ク
ソ
ン
も

レ
ア
ー
ド
の
進
言
を
受
け
容
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た）

11
（

。

（
三
）
米
国
の
和
平
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
終
了
後
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
内
部
で
は
、
大
き
な
代
償
を
払
っ
て
ロ
ン
・
ノ
ル
政
府
を
守
り
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
聖
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域
に
打
撃
を
与
え
た
後
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
戦
争
終
結
を
実
現
す
る
か
が
検
討
さ
れ
た
。
七
月
二
〇
日
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

（H
enry�K

issinger

）
大
統
領
補
佐
官
は
今
後
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
略
に
つ
い
て
分
析
し
た
覚
書
を
ニ
ク
ソ
ン
へ
提
出
し
た
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
米
国
に
は
二
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
が
存
在
し
た
。
第
一
が
交
渉
に
よ
る
解
決
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
的
将
来

に
つ
い
て
、
米
軍
撤
退
を
取
引
材
料
と
し
て
北
ベ
ト
ナ
ム
と
交
渉
し
、
合
意
を
形
成
す
る
こ
と
で
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
と
い
う
オ
プ

シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
第
二
が
ベ
ト
ナ
ム
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
は
一
切
交
渉
せ
ず
、
米
国
は
南
ベ
ト
ナ
ム
の
強
化
計

画
の
進
展
に
合
わ
せ
て
米
軍
を
撤
退
さ
せ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
的
将
来
は
南
北
ベ
ト
ナ
ム
に
委
ね
る
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
）
1（
（

。

　

結
論
と
し
て
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
当
面
は
ベ
ト
ナ
ム
化
と
交
渉
に
よ
る
解
決
を
並
行
し
て
追
求
す
る
「
中
間
の
道
」
を
継
続
す

る
こ
と
を
ニ
ク
ソ
ン
に
勧
告
す
る
。
し
か
し
、
一
九
七
一
年
四
月
ご
ろ
ま
で
に
は
、
ど
ち
ら
の
道
を
選
択
す
る
か
決
断
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
も
し
交
渉
に
よ
る
解
決
へ
と
舵
を
切
る
の
で
あ
れ
ば
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
の
取
引
材
料
と
す
る
に
足
る
規
模
の
米
軍
が
南
ベ

ト
ナ
ム
に
駐
留
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
一
年
四
月
末
に
は
第
四
次
米
軍
撤
退
が
完
了
し
、
そ
の
後
次

期
撤
退
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
ま
で
に
は
地
上
戦
闘
部
隊
の
大
半
が
撤
退
し
、
取
引
材
料
と
し
て
の
米
軍
撤
退
の

価
値
が
大
幅
に
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た）

11
（

。

　

こ
う
し
て
一
九
七
一
年
四
月
の
分
岐
点
に
向
け
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
「
中
間
の
道
」
を
歩
み
つ
つ
、
戦
争
終
結
を
目
指
し
て
様
々

な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
講
じ
て
い
く
。
ま
ず
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
秘
密
和
平
交
渉
の
再
開
で
あ
っ
た
。
九
月

七
、
二
七
日
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
約
五
ヶ
月
ぶ
り
に
北
ベ
ト
ナ
ム
の
ス
ア
ン
・
ト
ゥ
イ
（X

uan�T
huy

）
代
表
と
会
談
し
た
。

焦
点
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
後
初
と
な
る
会
談
で
北
ベ
ト
ナ
ム
が
交
渉
に
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
る
か
否
か
に
あ
っ
た）

11
（

。
し
か
し

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
期
待
に
反
し
て
、
ス
ア
ン
・
ト
ゥ
イ
は
米
国
の
和
平
案
を
一
蹴
し
、
何
ら
譲
歩
す
る
姿
勢
を
示
さ
な
か
っ
た）

11
（

。

続
く
九
月
二
七
日
会
談
が
「
ま
っ
た
く
非
生
産
的
な
も
の
」
に
終
わ
っ
た
こ
と
で
、
交
渉
は
停
止
さ
れ
た）

11
（

。
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秘
密
和
平
交
渉
と
並
行
し
て
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
内
で
は
イ
ン
ド
シ
ナ
全
域
で
の
現
状
凍
結
停
戦
案
の
策
定
が
進
め
ら
れ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
特
別
研
究
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
政
権
内
で
総
意
を
得
た
こ
の
停
戦
案
は
、
停
戦
発
効
後
は
戦
場
に
駐
屯
す

る
部
隊
の
移
動
を
原
則
的
に
禁
止
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た）

11
（

。
こ
れ
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
領
内
に
停
戦
後
も
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
残
留

す
る
こ
と
を
事
実
上
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
米
軍
と
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
相
互
撤
退
を
要
求
し
て
き
た
従
来
の
立
場
か
ら
の
後
退
と
見

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た）

11
（

。
し
か
し
、
北
ベ
ト
ナ
ム
が
撤
退
に
同
意
す
る
見
込
み
が
低
い
以
上
、
交
渉
打
開
の
た
め
に
は
、
合
意
の
可

能
性
が
少
し
で
も
あ
る
現
状
凍
結
停
戦
を
提
案
す
る
必
要
が
あ
っ
た）

11
（

。
ま
た
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
暫
定
的
な
措
置
で
あ
り
、
最
終

的
に
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
を
含
む
す
べ
て
の
外
国
軍
部
隊
の
撤
退
を
求
め
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た）

11
（

。

　

一
〇
月
七
日
、
ニ
ク
ソ
ン
は
包
括
的
和
平
案
の
一
環
と
し
て
現
状
凍
結
停
戦
案
を
発
表
し
た
。
停
戦
案
は
米
国
内
で
大
き
な
驚
き

を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
政
府
へ
の
大
き
な
賞
賛
の
声
が
上
が
っ
た）

11
（

。
し
か
し
、
北
ベ
ト
ナ
ム
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
政
権
内
で
も
こ

の
時
点
で
北
ベ
ト
ナ
ム
が
停
戦
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
見
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
は
驚
き
で
は
な
か
っ
た）

1（
（

。
た
だ
し
、

一
時
的
に
集
ま
っ
た
国
内
の
支
持
が
再
び
批
判
に
転
じ
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
り
、
ニ
ク
ソ
ン
は
閉
塞
し
た
状
況
を
打
開
す
る
術

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。

二　

ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
「
ラ
ム
ソ
ン
7�
1�
9
」
の
決
定
過
程

（
一
）
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
の
決
定
過
程

　

現
状
凍
結
停
戦
案
が
拒
否
さ
れ
る
と
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
北
ベ
ト
ナ
ム
が
一
九
七
〇
年
一
〇
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
続
く
乾
季
の

間
に
大
規
模
攻
勢
を
仕
掛
け
て
く
る
か
否
か
を
注
視
し
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
後
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ラ
オ
ス
南
部
の
兵

站
基
地
の
再
建
・
強
化
に
努
め
て
お
り
、
こ
れ
が
大
攻
勢
に
発
展
す
る
か
ど
う
か
で
政
権
内
で
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
た）

11
（

。
乾
季
に
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入
っ
て
ま
も
な
く
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
戦
闘
が
再
び
激
化
し
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
攻
撃
に
よ
り
ロ
ン
・
ノ
ル
政
府
軍
は
窮
地
に
陥
っ

た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
攻
撃
が
こ
の
ま
ま
全
面
的
な
攻
勢
に
発
展
す
れ
ば
、
ロ
ン
・
ノ
ル
政
府
が
崩
壊
し
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
全
土
が
聖
域
と
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
抱
い
た）

11
（

。

　

一
二
月
半
ば
、
ニ
ク
ソ
ン
は
ヘ
イ
グ
（A

lexander�H
aig

）
大
統
領
副
補
佐
官
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
派
遣
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
軍
事
援
助
司
令
部
（
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｖ
）
の
エ
イ
ブ
ラ
ム
ズ
（Creighton�A

bram
s

）
司
令
官
と
と
も
に
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
よ
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
攻
撃
作
戦
を
検
討
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ニ
ク
ソ
ン
の
指
示
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン

は
北
ベ
ト
ナ
ム
の
攻
撃
に
た
だ
受
動
的
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、「
先
制
攻
撃
」
に
よ
っ
て
主
導
権
を
握
り
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
攻

勢
能
力
を
奪
う
べ
き
だ
と
考
え
、
イ
ン
ド
シ
ナ
全
域
で
の
複
合
的
な
攻
撃
作
戦
計
画
の
策
定
を
軍
部
に
求
め
た
の
で
あ
る）

11
（

。

　

エ
イ
ブ
ラ
ム
ズ
は
ニ
ク
ソ
ン
の
要
請
に
応
え
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
攻
撃
に
加
え
て
、
一
一
月
ご
ろ
か
ら
軍
部
内
で
密
か
に
検
討
さ
れ
て

き
た
ラ
オ
ス
南
部
へ
の
大
規
模
な
侵
攻
作
戦
を
提
案
し
た
。
そ
れ
は
、
米
軍
の
砲
撃
・
兵
站
・
航
空
支
援
を
伴
う
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
二

個
師
団
が
、
ラ
オ
ス
領
チ
ェ
ポ
ン
を
攻
撃
し
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
を
遮
断
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
ー
パ
ー
・
チ
ャ
ー

チ
修
正
に
よ
っ
て
、
米
軍
地
上
部
隊
は
ラ
オ
ス
で
の
作
戦
に
参
加
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
作
戦
の
主
体

と
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ラ
オ
ス
侵
攻
は
ベ
ト
ナ
ム
化
政
策
の
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
の
意
味
合
い
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

11
（

。
協

議
を
終
え
た
ヘ
イ
グ
は
、
エ
イ
ブ
ラ
ム
ズ
が
こ
の
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
を
「
こ
れ
ま
で
の
戦
争
に
お
い
て
最
も
重
要
な
作
戦
」
で
あ
り
、

戦
争
の
帰
趨
を
左
右
す
る
「
決
定
的
な
も
の
に
な
り
う
る
」
と
断
言
し
た
と
本
国
へ
報
告
し
た）

11
（

。

　

ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
す
ぐ
さ
ま
こ
の
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
（
暗
号
名
「
ラ
ム
ソ
ン
7�

1�

9
」）
に
同
意
し
た
。
ラ
オ
ス
侵

攻
作
戦
が
即
座
に
政
権
首
脳
の
支
持
を
得
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
チ
ェ
ポ
ン
の
地
理
的
重
要
性
に
あ
っ
た
。
チ
ェ
ポ
ン
は
、
ラ
オ
ス

南
部
に
位
置
し
、
北
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
経
て
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
と
至
る
、
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た

ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト）

11
（

の
結
節
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た）

11
（

。
そ
こ
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
軍
需
物
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資
と
兵
士
が
通
過
す
る
要
衝
で
あ
っ
た
。
前
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
に
よ
り
、
北
ベ
ト
ナ
ム
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ヴ
ィ
ル

港
を
失
っ
た
た
め
、
中
国
か
ら
同
港
を
経
由
し
、
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
と
至
る
海
上
補
給
路
シ
ハ
ヌ
ー
ク
・
ル
ー
ト
を
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
北
ベ
ト
ナ
ム
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
補
給
を
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
チ
ェ

ポ
ン
を
含
む
ラ
オ
ス
南
部
の
重
要
性
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て
い
た）

11
（

。
こ
の
チ
ェ
ポ
ン
を
叩
き
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
兵
站
シ
ス
テ
ム

に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
こ
そ
ラ
オ
ス
侵
攻
の
作
戦
目
標
で
あ
っ
た
。

（
二
）
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
へ
の
反
対
論

　

し
か
し
、
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
に
対
し
て
は
、
国
務
省
を
中
心
に
政
権
内
で
強
い
反
対
が
見
ら
れ
た
。
前
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
の

愚
を
繰
り
返
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
主
た
る
理
由
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
国
務
省
が
懸
念
し
た
の
は
、
ラ
オ
ス
の
軍
事

的
・
政
治
的
均
衡
が
崩
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
が
ラ
オ
ス
侵
攻
を
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
協
定
違
反
と
非
難
し
、
そ
れ
を
口
実
に

公
然
と
軍
事
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た）

11
（

。
そ
う
な
れ
ば
、
ラ
オ
ス
王
国
政
府
へ
の
援
助
に
加
え
、
タ
イ
軍
非

正
規
部
隊
や
モ
ン
族
部
隊
の
投
入
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
辛
う
じ
て
保
た
れ
て
き
た
軍
事
的
均
衡
が
崩
壊
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た）

1（
（

。

ま
た
ス
ワ
ン
ナ
・
プ
ー
マ
（Souvanna�Phoum

a

）
政
権
は
、
ラ
オ
ス
侵
攻
に
同
意
す
れ
ば
北
ベ
ト
ナ
ム
、
ソ
連
、
中
国
の
支
持
を

失
い
、
反
対
す
れ
ば
保
守
派
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
招
き
、
事
態
が
不
安
定
化
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
同
政
権
が
崩
壊
す
れ
ば
、
ニ
ク
ソ

ン
政
権
は
再
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
危
機
の
際
と
同
様
に
介
入
の
是
非
を
問
わ
れ
、
さ
ら
な
る
泥
沼
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
か
ね
な
か
っ
た）

11
（

。

　

ま
た
、
新
た
な
軍
事
行
動
に
よ
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
後
に
起
き
た
よ
う
な
国
内
社
会
の
反
発
に
再
び
直
面
す
る
こ
と
を
国
務

省
は
憂
慮
し
た
。
ラ
オ
ス
侵
攻
は
た
し
か
に
ク
ー
パ
ー
・
チ
ャ
ー
チ
修
正
に
抵
触
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
政
府
の
戦
争
拡
大
を
非

難
す
る
議
会
反
戦
派
が
こ
れ
を
機
に
さ
ら
に
批
判
を
強
め
、
大
統
領
の
権
限
を
よ
り
強
く
拘
束
す
る
た
め
の
立
法
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
た）

11
（

。
ま
た
、
反
戦
運
動
で
は
一
九
七
〇
年
末
ご
ろ
か
ら
従
来
の
リ
ベ
ラ
ル
派
に
加
え
、
ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
を
中
心
と
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す
る
抗
議
運
動
が
注
目
を
集
め
て
い
た
。
実
際
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
戦
っ
た
経
験
を
持
つ
兵
士
た
ち
に
よ
る
政
府
批
判
は
、
党
派
を

超
え
た
影
響
力
を
持
つ
可
能
性
が
あ
っ
た）

11
（

。
こ
の
よ
う
に
米
国
社
会
で
戦
争
へ
の
反
対
が
強
ま
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対

す
る
米
国
の
交
渉
上
の
立
場
が
弱
ま
る
こ
と
も
憂
慮
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
政
策
決
定
者
の
頭
を
悩
ま
せ
た
の
が
、
情
報
漏
洩
で
あ
っ
た
。
作
戦
の
検
討
が
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
た
一
九
七
一
年
二

月
一
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
な
ど
が
政
府
当
局
者
か
ら
の
リ
ー
ク
に
基
づ
き
、
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
が
ま
も
な
く
開
始
さ

れ
る
と
報
道
し
た
の
で
あ
る）

11
（

。
こ
の
報
道
を
受
け
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
作
戦
開
始
を
見
合
わ
せ
る
べ
き
か
ど
う
か
ニ
ク
ソ
ン
と
協

議
し
た）

11
（

。
ニ
ク
ソ
ン
は
急
遽
二
月
三
日
朝
に
予
定
さ
れ
て
い
た
Ｎ
Ｓ
Ｃ
会
議
を
中
止
し
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（John�M

itchell

）
司
法
長

官
、
コ
ナ
リ
ー
（John�Connally

）
財
務
長
官
、
ホ
ー
ル
ド
マ
ン
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
み
を
召
集
し
、
作
戦
実
行
の
可
否
に
つ
い

て
最
終
的
な
検
討
を
行
っ
た
。
し
か
し
ニ
ク
ソ
ン
の
結
論
は
変
わ
ら
ず
、
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
の
実
行
が
命
じ
ら
れ
た）

11
（

。

（
三
）
侵
攻
作
戦
の
決
定
を
促
進
し
た
要
因

　

前
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
後
多
く
の
困
難
に
直
面
し
、
政
権
内
の
反
対
や
情
報
漏
洩
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
ニ
ク
ソ

ン
は
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
を
断
行
し
、
戦
争
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ニ
ク
ソ
ン
が
武
力
行
使
の
必
要
性
を
認
識
し
た
の
は
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
喪
失
」
を
恐
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

乾
季
に
入
る
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
戦
闘
が
激
化
し
、
ロ
ン
・
ノ
ル
政
府
は
再
び
崩
壊
の
危
機
に
陥
っ
た
。
前
年
に
米
国
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
が
共
産
化
す
れ
ば
、
ソ
連
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
冷
戦
に
お
け
る
米
国
の
超
大
国
と
し
て
の
信
頼
性
が
損
な
わ
れ
る
と
判
断
し
軍
事

介
入
し
た
。
一
旦
信
頼
性
を
か
け
て
関
与
し
た
以
上
、
今
回
の
危
機
で
も
ロ
ン
・
ノ
ル
政
府
の
崩
壊
を
何
と
し
て
で
も
食
い
止
め
な

け
れ
ば
、
米
国
の
信
頼
性
は
地
に
落
ち
て
し
ま
う
と
懸
念
さ
れ
た）

11
（

。「
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
失
う
つ
も
り
は
な
い
」
と
決
意
し
た
ニ
ク
ソ

ン
は
、
ロ
ン
・
ノ
ル
政
府
を
助
け
、
聖
域
再
建
を
阻
止
す
る
た
め
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
攻
撃
作
戦
が
必
要
だ
と
判
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断
し
た）

11
（

。

　

し
か
し
、
ニ
ク
ソ
ン
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
み
、
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
「
先
制
攻
撃
」
を
仕
掛
け
る
べ
く
、
よ
り
大
規
模

な
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
よ
る
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
に
も
踏
み
切
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
、
将
来
の
北
ベ
ト
ナ
ム
に
よ
る
大
攻
勢
の
芽
を
事
前

に
摘
み
取
り
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
生
存
を
維
持
し
た
か
た
ち
で
の
「
名
誉
あ
る
和
平
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
攻
撃

に
受
動
的
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
先
制
攻
撃
に
打
っ
て
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た）

11
（

。
た
と
え
北
ベ
ト
ナ
ム
が
一
九
七
一

年
の
乾
季
に
攻
勢
を
実
施
し
な
く
と
も
、
い
ず
れ
大
攻
勢
を
発
動
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
。
他
方
で
従
来
の
計
画
で
は
、
一
九

七
二
年
後
半
に
は
南
ベ
ト
ナ
ム
駐
留
米
軍
は
一
〇
万
名
以
下
ま
で
削
減
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た）

1（
（

。
こ
う
し
た
事
態
を
前
に
、
ニ
ク
ソ

ン
は
兵
站
シ
ス
テ
ム
の
中
枢
へ
予
想
外
の
攻
撃
を
加
え
る
こ
と
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
攻
勢
能
力
を
破
壊
し
、
継
戦
意
思
を
挫
く
こ
と

を
企
図
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
脅
威
は
大
幅
に
低
下
し
、
一
〇
月
の
大
統
領
選
挙
で
再
選
を
目
指
す
南
ベ
ト
ナ

ム
の
テ
ィ
エ
ウ
（N

guyen�V
an�T

hieu
）
大
統
領
に
と
っ
て
も
追
い
風
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た）

11
（

。
そ
し
て
ニ
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
も
、

再
選
が
か
か
る
米
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
る
一
九
七
二
年
に
、
南
ベ
ト
ナ
ム
が
大
規
模
攻
勢
を
受
け
、
崩
壊
す
る
と
い
う
最
悪
の
シ

ナ
リ
オ
を
避
け
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た）

11
（

。

　

と
は
言
え
、
ラ
オ
ス
侵
攻
は
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
上
に
、
軍
事
情
報
が
相
手
側
に
漏
れ
て
お
り
、
通
常
で
あ
れ

ば
中
止
さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ラ
オ
ス
侵
攻
が
実
行
さ
れ
た
背
景
に
は
、
時
間
的
制
約

と
い
う
要
因
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
第
四
次
米
軍
撤
退
が
完
了
す
る
一
九
七
一
年
四
月

ま
で
に
、
交
渉
か
ベ
ト
ナ
ム
化
の
ど
ち
ら
に
よ
っ
て
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
の
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
交
渉
に
よ
る

解
決
へ
の
誘
因
を
北
ベ
ト
ナ
ム
へ
与
え
る
に
せ
よ
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
化
を
円
滑
に
進
め
、
撤
退
を
成
功
さ
せ
る
に
せ
よ
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
北
ベ
ト
ナ
ム
の
攻
勢
能
力
を
奪
っ
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た）

11
（

。

　

そ
し
て
、
一
九
七
一
年
の
春
は
米
軍
が
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
よ
る
対
外
的
な
攻
撃
作
戦
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
後
の
機
会
で
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も
あ
っ
た
。
予
算
と
戦
力
構
成
の
面
か
ら
見
て
、
第
四
次
撤
退
完
了
後
に
米
軍
が
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
攻
撃
作
戦
へ
砲
撃
・
兵
站
支
援

を
供
与
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
を
逃
せ
ば
、
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
攻
勢
に
打
っ
て

出
る
機
会
は
永
久
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
た）

11
（

。
し
か
し
逆
に
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
兵
站
シ
ス
テ
ム
の
中
枢
チ
ェ
ポ
ン
を

攻
撃
す
れ
ば
、「
や
つ
ら
〔
北
ベ
ト
ナ
ム
〕
を
切
り
裂
き
、
と
ど
め
を
刺
す）

11
（

」
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
う
な
れ
ば
、
北
ベ

ト
ナ
ム
が
停
戦
を
受
け
入
れ
、
一
〇
月
の
南
ベ
ト
ナ
ム
大
統
領
選
挙
へ
向
け
て
闘
争
の
場
を
戦
場
か
ら
政
治
的
領
域
へ
と
変
化
さ
せ

る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
と
見
ら
れ
た）

11
（

。
こ
の
よ
う
に
ラ
オ
ス
侵
攻
に
よ
っ
て
戦
争
に
決
定
的
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
、

そ
の
利
益
は
国
務
省
の
反
対
論
で
示
さ
れ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
を
上
回
る
と
判
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る）

11
（

。

三　

ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
の
失
敗
と
そ
の
原
因

（
一
）
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
の
失
敗

　

一
九
七
一
年
二
月
八
日
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
ラ
オ
ス
国
境
を
越
え
、
チ
ェ
ポ
ン
へ
向
け
て
進
軍
を
開
始
し
た
。
越
境
後
北
ベ
ト
ナ

ム
軍
と
の
交
戦
ら
し
い
交
戦
も
な
く
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
順
調
に
西
進
し
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
は
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
を
事
前
に
察
知
し

て
は
い
た
が
、
そ
の
正
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
と
場
所
ま
で
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
当
初
の
反
応
は
迅
速
な
も
の
で
は
な
か
っ
た）

11
（

。

　

し
か
し
二
月
一
一
日
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
国
境
と
チ
ェ
ポ
ン
の
中
間
で
突
如
進
軍
を
停
止
す
る
。
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

は
こ
れ
を
訝
し
ん
だ
が
、
エ
イ
ブ
ラ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
悪
路
や
悪
天
候
に
加
え
、
安
全
確
保
の
た
め
に
慎
重
に
行
軍
し
た
結
果
で
あ

り
、
ま
も
な
く
西
進
は
再
開
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た）

11
（

。
し
か
し
そ
の
気
配
は
一
向
に
見
ら
れ
ず
、
こ
の
間
に
迎
撃
態
勢
を
整
え
た
北

ベ
ト
ナ
ム
軍
に
よ
る
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。
予
測
で
は
そ
の
数
は
一
万
四
〇
〇
〇
名
程
度
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
二
倍

に
あ
た
る
二
万
八
〇
〇
〇
名
に
上
っ
た
。
対
す
る
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
わ
ず
か
一
万
で
あ
り
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
猛
攻
を
受
け
、
大
き
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な
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た）

1（
（

。
最
終
的
に
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
一
万
七
〇
〇
〇
名
ま
で
増
強
さ
れ
る
も
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
も
六
万
名
以
上
を

投
入
し
た
た
め
、
苦
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
た）

11
（

。

　

米
国
内
で
は
メ
デ
ィ
ア
が
連
日
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
苦
戦
を
報
じ
る
一
方
で）

11
（

、
軍
部
は
楽
観
的
な
戦
況
報
告
を
本
国
へ
送
り
続
け
た）

11
（

。

焦
燥
感
を
募
ら
せ
た
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
三
月
一
日
に
バ
ン
カ
ー
（Ellsw

orth�Bunker

）
駐
南
ベ
ト
ナ
ム
大
使
へ

早
急
に
エ
イ
ブ
ラ
ム
ズ
と
協
議
し
、
正
確
な
戦
況
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
た）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
バ
ン
カ
ー
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
チ
ェ

ポ
ン
が
重
要
拠
点
で
あ
る
か
ら
こ
そ
猛
反
撃
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
苦
戦
は
想
定
の
範
囲
内
で
あ
る
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
を
宥

め
た
。
そ
し
て
、
当
初
の
方
針
を
堅
持
す
れ
ば
、
最
終
的
に
北
ベ
ト
ナ
ム
に
大
打
撃
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た）

11
（

。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
二
月
末
の
時
点
で
テ
ィ
エ
ウ
は
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
の
目
的
を
放
棄
し
て
い
た
。
三
月
七
日
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍

は
よ
う
や
く
西
進
を
再
開
し
、
チ
ェ
ポ
ン
を
奪
取
す
る
が
、
わ
ず
か
二
日
半
占
拠
し
た
後
即
座
に
撤
退
す
る）

11
（

。
チ
ェ
ポ
ン
は
ホ
ー
チ

ミ
ン
・
ル
ー
ト
の
要
衝
で
あ
る
が
、
こ
の
街
の
み
を
し
か
も
短
期
間
占
拠
す
る
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
意
味
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、

チ
ェ
ポ
ン
を
中
心
と
し
た
地
域
一
帯
を
長
期
に
わ
た
り
占
拠
し
た
上
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
補
給
路
を
遮
断
し
、
兵
站
基
地
や
貯
蔵

物
資
、
兵
器
を
破
壊
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
〇
月
に
大
統
領
選
挙
を
控
え
る
テ
ィ
エ
ウ
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
大
き
な

犠
牲
が
出
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。
こ
れ
以
上
の
犠
牲
を
避
け
る
と
同
時
に
米
国
の
要
求
を
満
た
す
た
め
、
テ
ィ
エ
ウ
は
形
だ
け
の
チ
ェ

ポ
ン
占
拠
と
い
う
行
動
に
出
た
と
考
え
ら
れ
る）

11
（

。

　

三
月
九
日
、
エ
イ
ブ
ラ
ム
ズ
か
ら
南
ベ
ト
ナ
ム
が
ラ
オ
ス
か
ら
の
早
期
撤
退
を
検
討
し
て
い
る
と
の
報
せ
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
恐

慌
を
来
た
し
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
作
戦
途
中
で
撤
退
す
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
、
是
が
非
で
も
四
月
末
ま
で

作
戦
を
継
続
す
る
よ
う
テ
ィ
エ
ウ
に
求
め
た）

11
（

。
し
か
し
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
撤
退
を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
三
月

一
八
日
、
米
国
の
要
請
を
無
視
し
た
撤
退
に
激
怒
し
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
テ
ィ
エ
ウ
が
軽
率
な
行
動
に
よ
っ
て
ニ
ク
ソ
ン
の
信

頼
を
失
う
べ
き
で
は
な
く
、
こ
れ
が
米
軍
が
大
規
模
な
支
援
を
行
え
る
最
後
の
機
会
だ
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
理
解
す
る
よ
う
警
告
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し
た）

11
（

。
だ
が
、
も
は
や
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
作
戦
継
続
の
意
思
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た）

1（
（

。

　

兵
力
面
で
圧
倒
的
に
不
利
な
状
況
で
の
交
戦
し
な
が
ら
の
撤
退
は
、
熾
烈
を
極
め
た
。
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
よ
る

徹
底
的
な
包
囲
殲
滅
作
戦
を
逃
れ
、
米
軍
の
集
中
的
な
航
空
支
援
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
撤
退
を
完
了
し
帰
国
し
た
。
ラ
ム
ソ
ン

7�

1�
9
作
戦
は
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
死
傷
者
、
行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
約
七
五
〇
〇
名
の
犠
牲
を
出
し
、
終
了
し
た）

11
（

。

（
二
）
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
が
失
敗
し
た
原
因

　

ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
れ
で
も
四
月
七
日
の
国
民
向
け
演
説
で
ニ
ク
ソ
ン
は
、
ラ
オ
ス
侵
攻
は
成
功
し
た
と

強
弁
し
た）

11
（

。
米
軍
部
も
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
兵
站
基
地
と
補
給
路
を
破
壊
し
、
浸
透
活
動
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
そ
の
成
果

を
誇
っ
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
死
傷
者
は
一
万
四
五
〇
〇
名
以
上
に
上
り
、
大
量
の
軍
需
物
資
を
捕
獲
し
た
。
一
九
七
一
年
乾
季
の

北
ベ
ト
ナ
ム
に
よ
る
大
攻
勢
も
阻
止
し
た）

11
（

。
し
か
し
作
戦
目
的
は
、
あ
く
ま
で
も
兵
站
シ
ス
テ
ム
の
中
枢
を
破
壊
し
て
攻
勢
能
力
に

打
撃
を
与
え
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
継
戦
意
思
を
奪
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
基
準
に
則
れ
ば
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
も
認
め
た
よ
う
に
、

作
戦
は
「
明
ら
か
に
成
功
で
は
な
か
っ
た）

11
（

」。

　

ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
が
失
敗
し
た
第
一
の
原
因
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
能
力
不
足
で
あ
っ
た
。
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
は
、
不
慣
れ
な
地

形
で
複
雑
な
攻
撃
作
戦
を
米
軍
顧
問
な
し
で
実
行
す
る
能
力
は
な
か
っ
た
。
当
時
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
よ
う
に
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
は

な
す
術
な
く
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
、
た
だ
逃
げ
帰
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
な
か
に
は
善
戦
し
た
部
隊
も
数
多
く
存
在
し
、
ベ
ト
ナ

ム
化
政
策
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
強
化
は
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
と
り
わ
け
司
令
官
の
能
力
・
経
験
不
足
は

明
ら
か
で
あ
っ
た）

11
（

。

　

第
二
の
原
因
は
、
情
報
収
集
・
分
析
の
失
敗
で
あ
っ
た
。
米
軍
部
は
チ
ェ
ポ
ン
一
帯
の
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
戦
力
を
一
万
四
〇
〇
〇

名
程
度
と
推
測
し
て
い
た）

11
（

。
ま
た
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
機
動
力
を
欠
く
た
め
、
大
規
模
な
戦
力
の
増
強
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
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い
た）

11
（

。
し
か
し
実
際
に
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
次
々
に
部
隊
を
増
強
し
、
最
終
的
に
六
万
名
以
上
を
投
入
し
た
。
対
す
る
南
ベ
ト
ナ

ム
軍
は
最
大
で
一
万
七
〇
〇
〇
名
に
す
ぎ
ず
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。

　

第
三
の
原
因
は
、
米
国
と
南
ベ
ト
ナ
ム
の
認
識
の
齟
齬
で
あ
っ
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
の
兵
站
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
す
る
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
両
国
は
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
米
国
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
帰
趨
を
左
右
し
う
る
作
戦
と
し
て
ラ
オ
ス
侵
攻
の
完
遂

を
最
優
先
し
た
の
に
対
し
、
テ
ィ
エ
ウ
は
一
〇
月
に
大
統
領
選
挙
を
控
え
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
深
刻
な
被
害
が
出
る
こ
と
を
恐
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る）

11
（

。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
死
傷
者
が
三
〇
〇
〇
名
を

超
え
た
場
合
に
は
即
時
撤
退
す
る
よ
う
事
前
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う）

11
（

。

（
三
）
希
望
的
観
測
に
よ
っ
て
歪
ん
だ
意
思
決
定

　

失
敗
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、
実
は
い
ず
れ
も
作
戦
の
検
討
段
階
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
南
ベ
ト
ナ
ム
軍

の
能
力
不
足
に
つ
い
て
は
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
最
も
よ
く
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ベ
ト
ナ
ム
化
政
策
の
進
捗

に
つ
い
て
政
権
内
で
最
も
懐
疑
的
で
あ
っ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る）

1（
（

。
ま
た
、
軍
部
で
は
例
外
的

に
、
陸
軍
参
謀
総
長
ウ
ェ
ス
ト
モ
ー
ラ
ン
ド
（W

illiam
�W

estm
oreland

）
が
疑
義
を
呈
し
た
。
前
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｖ
司
令
官
で
あ
り
、
在

任
中
に
繰
り
返
し
米
軍
に
よ
る
ラ
オ
ス
侵
攻
の
必
要
性
を
主
張
し
た
が
、
い
ず
れ
も
却
下
さ
れ
た
過
去
を
持
つ
ウ
ェ
ス
ト
モ
ー
ラ
ン

ド
は）

11
（

、
エ
イ
ブ
ラ
ム
ズ
が
立
案
し
た
作
戦
の
軍
事
的
妥
当
性
を
疑
問
視
し
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
は
単
独
で
の
作
戦
遂
行
能
力
は
備

わ
っ
て
い
な
い
と
警
告
し
て
い
た）

11
（

。

　

ま
た
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
戦
力
評
価
に
つ
い
て
は
、
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
が
一
貫
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
の

分
析
で
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
が
攻
撃
作
戦
を
予
測
し
て
、
チ
ェ
ポ
ン
一
帯
に
大
規
模
な
兵
力
を
配
備
し
て
お
り
、
徹
底
的
に
抗
戦
し
て

く
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
た）

11
（

。
し
か
し
、
軍
部
の
楽
観
的
評
価
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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そ
し
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
侵
攻
作
戦
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
も
、
テ
ィ
エ
ウ
か
ら
一
月
に
サ
イ
ゴ
ン
を
訪
問
し
た
レ
ア
ー
ド
を

通
じ
て
、
米
国
政
府
へ
作
戦
期
間
を
五
～
八
週
間
に
限
定
し
た
い
旨
が
伝
え
ら
れ
て
い
た）

11
（

。
こ
の
テ
ィ
エ
ウ
の
判
断
の
背
景
に
は
、

米
国
へ
の
不
信
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
南
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
見
れ
ば
、
従
来
の
立
場
を
軟
化
さ
せ
て
現
状
凍
結
停
戦
案
を
提
示
し
、

米
軍
撤
退
を
加
速
す
る
ば
か
り
か
、
国
外
で
の
軍
事
作
戦
の
負
担
を
一
方
的
に
強
い
る
米
国
の
行
動
は
不
満
と
不
安
を
惹
起
さ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
米
国
が
頼
り
に
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
唯
一
の
頼
み
の
綱
で
あ
る
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
犠
牲
を

抑
え
た
い
と
テ
ィ
エ
ウ
が
考
え
た
と
し
て
も
無
理
は
な
か
っ
た）

11
（

。
し
か
し
、
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
兵

站
シ
ス
テ
ム
を
徹
底
的
に
破
壊
す
る
た
め
に
は
作
戦
期
間
を
限
定
す
る
こ
と
は
賢
明
で
な
い
と
そ
の
要
望
を
一
蹴
し
た）

11
（

。

　

ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
の
決
定
過
程
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
意
思
決
定
が
、
希
望
的
観

測
に
よ
っ
て
大
き
く
歪
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る）

11
（

。
前
節
で
論
じ
た
ニ
ク
ソ
ン
に
よ
る
ラ
オ
ス
侵
攻
の
決
定
は
、
侵
攻
作

戦
が
成
功
す
る
こ
と
を
暗
黙
の
前
提
と
し
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、「
ラ
ム
ソ
ン
7�

1�

9
」
作
戦
に
は
多
く
の
軍
事
的
欠
陥
が

あ
り
、
そ
の
成
功
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
軍
部
の
楽
観
的
評
価
を
鵜

呑
み
に
し
、
積
極
的
に
作
戦
を
推
進
す
る
と
い
う
不
可
解
な
行
動
を
と
っ
た）

11
（

。
そ
れ
は
い
っ
た
い
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

ニ
ク
ソ
ン
は
北
ベ
ト
ナ
ム
の
攻
勢
能
力
に
打
撃
を
与
え
、
継
戦
意
思
を
挫
く
こ
と
で
「
名
誉
あ
る
和
平
」
の
実
現
を
可
能
に
す
る

軍
事
作
戦
を
強
く
求
め
て
い
た
。
こ
の
ニ
ク
ソ
ン
の
強
い
意
向
を
汲
ん
で
軍
部
が
提
案
し
た
の
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
よ
る
ラ
オ
ス

侵
攻
作
戦
で
あ
っ
た）

11
（

。
ニ
ク
ソ
ン
は
こ
の
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
こ
そ
、
戦
争
に
決
定
的
転
換
を
も
た
ら
す
と
い
う
自
ら
の
願
望
を
叶
え

る
も
の
と
考
え
、
実
際
以
上
に
作
戦
が
成
功
す
る
可
能
性
を
高
く
認
識
し
、
問
題
点
を
過
小
評
価
し
た）

1（
（

。

　

軍
部
が
立
案
し
た
作
戦
計
画
は
、
ニ
ク
ソ
ン
が
望
む
と
お
り
作
戦
が
成
功
す
る
と
の
結
論
が
ま
ず
あ
り
、
そ
の
結
論
を
正
当
化
す

る
た
め
に
情
報
が
歪
曲
さ
れ
た
。
本
来
、
あ
る
政
策
が
成
功
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
と
、
あ
る
政
策
が
成
功
す
る
可
能

性
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
別
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ラ
オ
ス
侵
攻
の
決
定
過
程
で
は
、
両
者
が
混
同
さ
れ
、
希
望
的
観
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測
に
よ
っ
て
客
観
的
分
析
が
歪
め
ら
れ
た
。
軍
部
が
ニ
ク
ソ
ン
の
願
望
に
沿
っ
た
都
合
の
良
い
情
報
の
み
を
提
供
し
た
こ
と
で
、
ニ

ク
ソ
ン
の
希
望
的
観
測
は
さ
ら
に
強
ま
る
と
い
う
悪
循
環
が
生
じ
た
。
そ
の
結
果
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
、
ベ
ト
ナ
ム
化
政
策
に
よ
っ

て
単
独
で
の
作
戦
遂
行
能
力
を
備
え
る
ま
で
に
強
化
さ
れ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
も
米
国
と
目
的
を
完
全
に
共
有
し
、
積
極
的
に
協
力

す
る
意
思
を
持
っ
て
い
る
一
方
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
戦
力
は
小
規
模
で
、
増
強
す
る
能
力
も
な
い
と
の
誤
っ
た
認
識
が
形
成
さ
れ
、

そ
れ
を
も
と
に
作
戦
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た）

11
（

。

　

ラ
オ
ス
侵
攻
の
決
定
過
程
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
軍
部
の
計
画
に
多
く
の
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ニ
ク
ソ
ン

の
希
望
的
観
測
と
相
容
れ
な
い
批
判
は
顧
み
ら
れ
ず
、
根
拠
は
曖
昧
だ
が
、
希
望
的
観
測
に
合
致
す
る
軍
部
の
楽
観
論
が
容
れ
ら
れ
、

決
定
が
下
さ
れ
た）

11
（

。
ニ
ク
ソ
ン
は
、
自
分
が
見
た
い
と
思
う
も
の
し
か
見
ず
、
自
分
が
望
ん
で
い
る
こ
と
は
実
現
す
る
可
能
性
も
高

い
と
認
識
す
る
誤
り
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ラ
オ
ス
侵
攻
の
失
敗
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
前
提
は
い
ず
れ
も
根
拠
の
乏
し
い
希

望
的
観
測
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

一
九
七
一
年
二
月
、
ニ
ク
ソ
ン
は
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
よ
る
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
の
実
施
を
決
断
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
危
機
の
再
来
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
ロ
ン
・
ノ
ル
政
府
が
窮
地
に
陥

り
、
聖
域
が
再
建
さ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
た
。「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
喪
失
」
と
そ
れ
に
伴
う
超
大
国
と
し
て
の
信
頼
性
の
低
下
を
恐
れ
た

ニ
ク
ソ
ン
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
軍
事
行
動
の
必
要
性
を
認
識
す
る
。
そ
し
て
、
ニ
ク
ソ
ン
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
み
、
よ
り

大
規
模
な
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
よ
る
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

ラ
オ
ス
侵
攻
に
つ
い
て
は
政
権
内
か
ら
異
論
が
噴
出
し
た
。
ラ
オ
ス
侵
攻
に
よ
っ
て
、
前
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
の
場
合
と
同
様



2（（

法学研究 94 巻 2 号（2021：2）

に
、
国
内
の
反
戦
運
動
や
議
会
に
よ
る
反
戦
立
法
の
動
き
が
再
燃
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
し
、
ラ
オ
ス
が
不
安
定
化
し
、
さ
ら
な

る
介
入
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
ニ
ク
ソ
ン
は
反
対
論
を
退
け
、
ラ
オ
ス
侵
攻
を
決
断
し
た
。
戦
争
終
結
を
目
指
し
な
が
ら
、
戦
争
拡
大
を
選
択
し
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
ニ
ク
ソ
ン
は
将
来
の
北
ベ
ト
ナ
ム
に
よ
る
大
攻
勢
の
芽
を
摘
み
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
生

存
を
守
る
た
め
に
は
、
受
動
的
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
先
制
攻
撃
に
打
っ
て
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
シ
ハ
ヌ
ー

ク
・
ル
ー
ト
の
遮
断
に
よ
り
重
要
性
が
増
し
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
の
中
枢
チ
ェ
ポ
ン
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
継
戦
意
思
と
能
力
を

断
つ
こ
と
を
狙
う
ニ
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
、
格
好
の
攻
撃
対
象
で
あ
っ
た
。
兵
站
線
を
断
て
ば
、
北
ベ
ト
ナ
ム
が
停
戦
を
受
け
入
れ
る

可
能
性
も
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
た
。

　

第
二
に
、
時
間
的
制
約
が
二
つ
の
意
味
で
ニ
ク
ソ
ン
の
決
定
を
規
定
し
た
。
ま
ず
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
第
四
次
米
軍
撤
退
が
完
了

す
る
一
九
七
一
年
四
月
ま
で
に
、
戦
争
終
結
へ
向
け
て
交
渉
か
ベ
ト
ナ
ム
化
の
ど
ち
ら
の
戦
略
を
選
ぶ
べ
き
か
決
断
を
迫
ら
れ
て
い

た
。
い
ず
れ
を
選
ぶ
に
せ
よ
、
期
限
ま
で
に
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
九
七
一
年
春
は
、
米
軍
が

戦
力
的
に
も
、
予
算
的
に
も
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
攻
撃
作
戦
へ
十
分
な
砲
撃
・
兵
站
支
援
を
行
え
る
最
後
の
機
会
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ

を
逃
せ
ば
、
そ
の
よ
う
な
機
会
は
二
度
と
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
ニ
ク
ソ
ン
の
強
い
期
待
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
戦
は
失
敗
に
終
わ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
能

力
不
足
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
戦
力
の
過
小
評
価
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
意
図
の
誤
認
と
い
っ
た
作
戦
失
敗
の
原
因
が
、
い
ず
れ
も
検
討
段

階
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ク
ソ
ン
は
ラ
オ
ス
侵
攻
を
実
施
す
る
と
い
う
誤
っ
た
決
定
を
下

し
た
。

　

ニ
ク
ソ
ン
の
失
敗
の
根
底
に
は
、
希
望
的
観
測
に
基
づ
く
過
信
が
あ
っ
た
。
作
戦
を
実
施
し
た
場
合
に
生
じ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
の
検
討
は
重
ね
ら
れ
た
が
、
作
戦
自
体
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
軍
部
の
楽
観
論
が
無
批
判
に
受
け
容
れ
ら
れ
、
い
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つ
の
間
に
か
作
戦
が
成
功
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
計
画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
の
願
望
と
合
致
し
な
い
情
報
や
批

判
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
反
対
す
る
人
物
は
政
策
決
定
過
程
か
ら
排
除
さ
れ
た
。
願
望
と
事
実
が
混
同
さ
れ
、
誤
っ

た
決
定
が
下
さ
れ
た
。

　

ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
の
失
敗
後
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
和
平
交
渉
に
お
い
て
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
相
互
撤
退
要
求
の
放
棄
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
き
な
後
退
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
ニ
ク
ソ
ン
が
「
名
誉
あ
る
和
平
」
の
実
現
を
諦
め
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
時
を
同
じ
く
し
て
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
た
米
中
和
解
が
も
た
ら
す
成
果
に
、
ニ
ク
ソ
ン
は
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
四
月
、
ニ
ク
ソ
ン
の
も
と
へ
中
国
か
ら
大
統
領
特
使
の
中
国
訪
問
を
受
け
入
れ
る
旨
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
、
七
月
に
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
秘
密
訪
中
が
実
現
す
る）

11
（

。
ニ
ク
ソ
ン
は
米
中
和
解
を
要
と
す
る
米
中
ソ
三
角

外
交
を
操
作
し
て
北
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
、
ソ
連
を
離
間
さ
せ
る
と
同
時
に
、
外
交
的
、
軍
事
的
圧
力
を
か
け
る
こ
と
で
「
名
誉
あ
る

和
平
」
の
実
現
を
追
求
し
て
い
く）

11
（
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